【様式２】
仙台未来創造企業創出プログラム　上場計画書
１．申請者の概要

	法人名
	

	本社または本店所在地
	

	設立年月日
	

	資本金
	

	売上高（直前期分）
	

	営業利益（直前期分）
	

	経常利益（直前期分）
	

	当期純利益 （直前期分）
	

	従業員数
	

	自社の事業内容
	

	目指す株式上場市場
（決まっている場合のみ
☑を入れること。）
	　□プライム市場　　□スタンダード市場　　□グロース市場
　□TOKYO PRO Market　　□その他地方市場（　　　　　　　　　）
※申し込みコースが「集中支援コース」の場合は必須

	監査法人等・主幹事証券会社（決まっている場合のみ☑を入れ、会社名を記載すること。）
	□監査法人（TOKYO PRO Marketへの株式上場を目指す場合はJ-Advisor）
〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□主幹事証券会社
〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※申し込みコースが「集中支援コース」の場合は必須


２．上場の目的、今後の展望について
※上場を目指す目的、上場後を踏まえた今後の展望について記載してください。
３．組織体制（組織・人員等）について

※図表等を用いて自社の組織体制を具体的に記載してください。会社パンフレットの添付に替えていただいても差し支えありません。
４．自社の商品・サービスが対象とする顧客・市場の動向、競合の動向

※自社ビジネスのターゲットとなる顧客・市場、他社との競合状況について記載してください。
　
５．自社の強み

※自社のビジネスモデルや競争優位性、独創性等のセールスポイントがあれば記載してください。

６．事業計画の合理性について

※今後３年間の予想貸借対照表及び予想損益計算書の計画について、２、４、５の今後の展望・事業分析を踏まえた事業計画になっているか、売上高、売上原価、売上総利益、販売費及び一般管理費、営業利益、経常利益、税引き前当期純利益、当期純利益の各数値の策定根拠を、出来るだけ具体的に記載してください。また、事業計画の進捗管理（計画値と実績値の差異分析）体制が整備されているか記載してください。

７．事業計画の達成に向けた取組みについて

※事業計画の達成に向けて、具体的な戦略、アクションプラン（各部・各人員の具体的な行動スケジュール）、人員計画、資金計画、設備計画、研究開発計画等について記載してください。

８．期待される仙台市への経済波及効果

※上場により、中長期的に期待される仙台市への経済波及効果について、定量や定性的な観点から、できるだけ具体的に記載して下さい。
【参考】記載例

・○年後には仙台市内において、概ね○○名程度の雇用を計画しており、社内○○部門の拡充を図りたいと考えている。

・上場により、○年以内に、仙台市の○○業者との取引額（又は仕入額）約○○円の増加を見込んでいる。

・仙台市の地域資源（技術、特産品等）を活用した新商品○○の開発企画を進行中である。上場に伴い、生産体制の拡充
も視野に入れており、同商品で、○○年以内におおよそ○○円の売上目標の達成を狙う。

・○○に関する新事業等に挑戦し、仙台市の経済施策に貢献するプロジェクトにおいて、中心的な役割を担っており、
○○の成果創出を目指している。

・○○という仙台市の社会的課題の解決に向けて、○○現場の生産効率向上、コスト削減等を図るため、自社事業を拡大し
○○ソリューションの研究開発を進めていきたい。

９．進捗状況
※上場準備を既に進められている申請者についてのみ、現在の進捗状況を記載してください。

【参考】記載例
・上場時期：令和〇年12月

・現在、n-1期（直前期）に該当

・主幹事証券会社(注)：株式会社○○証券　　監査法人：○○監査法人
　　　(注) TOKYO PRO Marketを目指す企業は、J-adviserを記入してください。

・平成○年○月　○○監査法人よりショートレビュー
・令和〇年○月、○○監査法人より監査証明
・令和〇年○月現在で、内部管理体制等の最終的な見直しに向けて、規程集等の整備状況の確認、業務フローチャートの
見直し、利益計画の運用状況の確認、申請書類作成、財務報告に係る内部統制報告制度への対応、証券会社審査部対応、
取引所審査の準備対応等の作業継続中。令和○年○月のn期（上場申請期）への移行を予定。

※記載にあたっての留意事項


　・記載欄を適宜増減し記入してください。


　・その他、記入する事項がない項目は空欄のままで結構です。


　・必要に応じ、別紙等に記入していただいて結構です。


・上場計画書の作成にあたっては、赤字部分を削除して下さい。
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